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論文内容の要旨
[目的]
腰仙髄前角には，通常の骨格筋と異なり随意的な関与がより少ないと考えられている横紋筋を支配す
る，二種類の特殊な運動ニューロンの存在することがしられている。即ち精巣挙筋を支配する上部腰髄
の前角細胞群およびヒトではいわゆる“ Onuf核"と呼ばれている骨盤横紋筋を支配する下部腰髄又は，
仙髄の前角細胞群である。最近になりこれら両群は，脳幹からの豊富なモノアミンニューロンの支配を
受けることが報告されているが，ペプタイドによる支配に関しては若干の報告が有るが詳細な検討は成
されていない。一方これらのニューロンが入力を受ける樹状突起については， Onuf核では非常に発達
した樹状突起を持つことが知られているが，我々はKarnovsky- Root's法の変法による AchE染色によ
り，精巣挙筋を支配する上部腰髄前角細胞群においても発達した樹状突起の存在することを見いだした。
本研究では，上述したこれら二種類の特殊な腰髄前角運動ニューロン群に対する Substance P (以下 S
P) ニューロンの支配及びSP の入力を受ける樹状突起について検討を行った。
[方法]
実験にはSprague←Dawley系成熟雄ラットを用い，正常および， (a)胸髄 (Th 6 -8 )の半切(b)胸髄
(Th 6 -8) の全切(c)腰髄 (Ll- 6 )のー側後根切断後，一週間の動物に濯流固定を行い，脊髄のクリ
オスタット (20μm) 横断切片，また一部正常ラットでは水平断の連続切片を作成し検討した。
(1) Substance P免疫組織化学
木村らの方法に準じてSubstance P免疫組織化学を行い， DABの発色は硫酸ニッケルアンモニウム
を用いて増強した。
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(2) Acetylcholine esterase (AchE) 染色
樹状突起の観察を行うため SP の免疫組織化学的処理をおこなった後，同一切片を用いKarnorsky
Root's法により， AchE染色との二重染色を行なった。また未処置の切片を用い，因子らの Karnovsky­
Root's法の変法による AchE染色を行ない比較した。
[成績]
(1)正常ラット
腰髄上部 (Ll- 2 )の前角細胞群で特に豊富に集まる s p (陽性)線維が認められたのは，前角のほ
ぼ中央部に位置し精巣挙筋を支配する nucleus centro -medialis lumbalis (C M) である。 CMは大
型の前角細胞よりなり，かなり連続的な細胞柱を形作る。またその樹状突起は多数の突起が集合して内
側，外側，背側方向に向かうものと，吻尾方向に細胞柱を縦走しているものとが観察され，その内背外
側に向かう突起は側角領域まで追跡され，側角細胞の樹状突起と混在する。しかもその突起の表面は，
粗大な SP線維で覆われている。
腰髄下部で特異的な SP線維入力を示した部位は，骨盤横紋筋を支配する dorsolateral (D L) の腹
側及びdorsomedial (D M) に位置する中型ないし大型細胞の集団である。 DLの細胞群は細胞柱を作
り縦走する自らの樹状突起の中に埋まり，その表面は微細な SP陽性頼粒が密に覆い，その背景の上に
組な SP線維が細胞体および樹状突起にからみついている。吻尾方向に走る樹状突起からハシゴ状に内
側に向かう線維束が出，外側に向かい側索に入り込むものも見られ，何れも SP線維が密に縦走してい
る。一方DMでは数個の細胞塊が非連続的な細胞柱を形成し DLのものと同様に，びまん性に染まる背
景に細胞体が埋まり，組な SP線維が集中している。その樹状突起は細い束となって内側に向かい白質
を貫いて反対側に達している。
(2) 胸髄半切および胸髄全切
半切における術側および全切両側において，一般の前角細胞周囲の SP線維は腰髄上・中・下部共著
明に減少していたが，前述の L1-L2前角中央部の CM及びL6 のDL ・ DM腹側の前角細胞群に分
布する特異的な SP線維群には著変は認められなかった。
(3) 腰髄 (Ll-6) 後根切断
術側腰髄後角では，豚様質の SP は著明な減少を認めたが，前角では，健側・術側のいずれの前角細
胞群においても，明らかな SP線維の変化は認められなかった。
[総括]
精巣挙筋を支配する腰髄上部 (Ll-2) 及び骨盤横紋筋を支配する下部 (L 6) の特殊前角細胞群
に終末する SP線維群は，他の前角細胞群に終末するものが上位中枢に由来するものであるのと異なり，
脊髄内に細胞体を有する脊髄固有ニューロン由来の線維であることが示唆された。
更にこれらの前角細胞群が，著明に発達した樹状突起を有し，その一部が側角の自律神経領域に入り
込んでいることは，これらの細胞群が関わる反射弓が自律機能と強く関連している事を示唆するものと
思われる。また内在性SP ニューロンは，その自律的機能に大きく関与しているものと推定される。
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論文の審査結果の要旨
糖尿病等で高頻度にみられる自律神経障害の病態解明のため，自律神経機能に強く関与する特殊な腰
髄前角細胞群と Substance P (S P) 含有線維の関係を，ラットを用い形態学的に検討した。これら特
殊前角細胞群には) S P含有線維が豊富に分布し，しかもこの線維は他の前角細胞群とは異なり，脊髄
固有ニューロンに由来することを見出した。本研究は，この特徴的な SP含有線維が自律機能に関与す
ることを示唆しており，学位論文に値するものと考えられた。
-184 
